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こんな岡Iになったらなあ ノ

より豊かさを求めて、あすへの:
l 夢を育てよう。
表紙は、あなたにも夢を求めます。
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「
大
仕
事
は
流
通
基
地
開
発
問
題
」

勇

司

当選 55，878票毛利松平

52，623票田中恒利

3，256票高橋道雄

五
万
九
千
三
百
八

当選 60，140票今井

当選 59，387票西田

当

選

西

田

司

十
七
票
。

元
長
浜
町
長
、
下
須
戒
の
丙
田
司
さ

ん
が
、
十
月
七
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
総
選
挙
で
、
堂
々
の
二
期
日
当
選

を
飾
り
ま
し
た
。

選
挙
は
二
期
日
が
最
難
問
と
い
わ
れ

る
だ
け
に
、
西
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
今

回
の
選
挙
は
、
初
凶
を
し
の
ぐ
厳
し
い

も
の
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
難
関
を

み
ご
と
に
突
破
。
長
浜
町
選
挙
区
で
は

有
効
票
の
約
七
二
%
・
六
千
四
百
八
百
示
、

愛
媛
一
二
区
で
は
有
効
票
の
約
二
六
%
・

衆院選

前
凶
よ
り
九
千
八
十
八
票
多

い
五
万
九
千
一
二
百
八
十
七
票

の
支
持
を
得
て
、
み
ご
と
な

二
位
当
選
を
決
め
ま
し
た
。

地
元
か
ら
代
議
士
が
出
る
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
は
町
政
推
進
、
町
a

つ
く
り
推

進
の
上
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
。

ま
し
て
や
、
元
わ
が
町
の
町
長
経
験
者

で
あ
る
西
出
さ
ん
の
国
政
レ
ベ
ル
で
の

働
き
、
郷
土
へ
の
力
添
え
は
、
今
後
の

長
浜
町
発
展
の
た
め
に
も
な
く
て
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

西
田
代
議
士
の
活
躍
ぶ
り
は
、
一
期

間
の
一
例
を
見

て
も
、
海
岸
線

県
道
の
国
道
昇

格
お
よ
び
改
良

整
備
、
関
連
道

路
の
整
備
、
漁

港

整

備

の

早

期
実
現
。
国
鉄

子
讃
線
の
維
持

存
続
対
策
、
長

浜
1
青
島
航
路

(
船
舶
建
造
、
航

路
補
助
)
の
整

備
、
新
総
合
開

発
ー
ー
ー
の
指
導

助
言
な
ど
、
私

た
ち
の
町
に
対

す
る
貢
献
は
多

一二「一一西国代議士2期目に躍進

当選決定に顔がほころぶ西田さん(右は薫夫人)

長浜町での選挙結果

(カ yコ内は前回分)

1>有権者 9，630人 (9，723人)

1>投票者 8，894人 (9，041人)

1>投票率 92.36% (92.99%) 

か有効票 8，852票 (9，011票)

b無効票 42票( 30票)

1>得票(多い}I慎)

西田司 6，408票 (6，460票)

毛利松平 1，087票(1，257票)

田中恒利 984票( 626票)

今井勇 269票( 268票)

高橋道雄 104票( 92票)

大
で
す
。

「
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
に
感
謝

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
長
浜
町
発
展
の

た
め
の
大
仕
事
は
流
通
備
蓄
基
地
開
発

問
題
で
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
な
ら
、

な
ん
な
り
と
声
を
聞
か
せ
て
項
き
、
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
る
西
田

代
議
士
。
国
政
の
ポ
ス
ト
で
因
。
つ
く
り
、

郷
土
づ
く
り
に
活
躍
き
れ
ら
地
元
代
議

士
に
、
心
か
ら
の
声
援
を
贈
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

C::::><::::::loC=>c=::=lc:::::::. ~cコc=::t c:;::， c:::;:， c::=;. c::=l <=:::l、

別
宮
久
夫

(
叫
・
白
滝
)

真にと地方の時代とに

一
期
目
の
当
選
で
は
、

た
だ
た
だ
喜
ん
で
お
り

ま
し
た
。
町
民
も
二
期

目
と
な
り
ま
す
と
い
ろ

い
ろ
と
期
待
が
多
く
な

り
ま
す
。
昨
今
、
地
方

の
時
代
と
言
わ
れ
な
が

ら
も
、
具
体
的
に
は
何

も
な
さ
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
末
端
の
行

こ
の
た
び
西
田
司
氏
コ

ト
ー
が
二
期
目
当
選
を
果
た
一

宇
包
さ
れ
た
こ
と
は
、
新
し
い
コ

{
疋
力
の
息
吹
を
感
じ
、
喜
町

安

び

で

い

っ

ぱ

い

で

す

。

〉

格

一

九

八

0
年

代

に

バ

岡

山

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

匂

ぜ

州

問

題

、

イ

ン

フ

レ

物

②

物

価

等

々

数

え

れ

ば

切

(

也

童

り

が

あ

り

ま

せ

ん

。

⑧

曲

一

農

業

後

継

者

と

し

て

帥

)

ノ

考

え

る

に

は

、

農

産

引

物
価
格
の
安
定
、
そ
し
て
長
期
展
己

望
に
立
っ
た
ミ
カ
ン
作
り
の
適
性
コ

指
導
、
そ
れ
に
基
づ
く
地
域
の
特
コ

性
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
出

る
よ
う
な
政
策
を
望
み
ま
す
。
こ
出

れ
ら
の
こ
と
が
一
体
化
す
れ
ば
、
引

よ
り
豊
か
な
発
展
を
見
る
の
で
は
引

な
い
で
し

J

比
一
ー
ー
一

J
j
武
元
幸
子
一

枝
川
均
(
担
長
浜
)
一

こ
の
小
さ
な
町
に
も
一

不
況
の
波
は
容
赦
な
く
出

押
し
寄
せ
て
参
り
ま
す
。
引

こ
の
時
代
こ
そ
地
域
の
日

特
性
を
生
か
し
た
農
、
日

漁
、
工
、
商
業
の
生
産
、
に

販
売
促
進
に
力
を
入
れ
は

る
時
代
で
は
な
い
か
と

C

思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

C

時
に
地
域
の
特
性
を
取
口

水
沼
和
弘

(
出
・
櫛
生
)

場



(

下

)

政

経

験

豊

か

な

先

生

で

す

の

で

、

り

入

れ

た

働

き

が

い

の

-

む

実

情

は

十

分

ご

存

知

の

通

り

で

あ

る

職

場

つ

く

り

を

す

C

川

川

す

が

、

政

治

、

経

済

、

文

化

な

す

め

て

ほ

し

い

と

思

い

コ

£
ど
の
活
動
が
こ
の
長
浜
町
で
も
、
ま
す
。
安
定
し
た
職
場
こ
そ
長
浜
町

⑮
よ
り
活
発
に
な
り
、
長
浜
町
民
町
の
人
工
流
出
を
防
ぎ
ひ
い
て
一

⑮

が

楽

し

く

生

き

が

い

の

あ

る

生

は

健

Z
E
T
aし
、

住

:

コ
活
が
で
き
る
町
に
な
る
よ
う
、
み
良
い
長
浜
町
が
生
ま
れ
る
の
で
引

一
ご
指
導
項
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
な
い
で
し
ょ
う
か
o

今
後
の
西
山

団
代
議
士
の
情
熱
に
期
待
し
ま
す

OC

〆
0
1
1
0
0
1
1
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1

特性

究
発
表
を
行
い
、
県
内
の
読

書
グ
ル
ー
プ
の
会
員
が
参
集

し
、
町
内
に
親
7

了
読
書
の
灯

を
と
も
し
て
保
育
所
や
小
学

校
ヘ
普
及
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
町
内

部
落
館
ヘ
セ
ッ
ト
配
本
を
開

始
。
し
か
し
、
当
時
の
読
書

は
保
育
所
や
学
校
の
図
書
依

存
の
読
書
に
す
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、

P
T
A
が
県
立

図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て
利

用
す
る
小
学
校
は
半
分
近
く

に
お
よ
び
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
は
特
に

児
童
文
学
者
椋
鳩
十
氏
を
長

浜
小
学
校
へ
迎
え
て
「
情
報
時
代
の
読

書
」
と
い
う
講
演
を
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
読
書
熱
は
町
内
P
T
A
、

保
育
所
、
一
般
へ
と
普
及
し
て
い
き
ま

し
た
。

予
算
、
人
手
、
施
設
が
今
後
の
課
題

潔
」
〕一同貝一導一昔円

左
一
間

古
嗣
↑
畑
、

昭
和
一
三
十
二
年
に
中
央
公

民
館
が
で
き
た
こ
ろ
か
ら
地

域
、
住
民
へ
の
凶
書
提
供
が

軌
道
に
の
り
始
め
ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
年
こ
ろ
に
は
、

図
書
の
巡
回
用
ボ
ッ
ク
ス
に

目
録
を
添
え
て
部
落
へ
届
け

る
所
も
で
き
、
公
民
館
ご
と

に
凶
書
の
購
入
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
長
続
き
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
中
央
公
民
館
が
配

本
所
の
指
定
を
受
け
た
昭
和

四
十
年
か
ら
は
、
中
央
公
民

館
の
設
置
図
書
も
増
加
し
、

県
立
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
、

公
民
館
で
の
利
用
は
も
ち
ろ

ん
、
町
内
の
小
学
校
区
や
各
公
民
館
へ

の
配
本
も
増
し
て
き
ま
し
た
。

l

l
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稼
鳩
十
氏
の
議
演
も

書

文
部
省
も
昭
和
四
十
二
年
に
は
学
校

で
の
読
書
指
導
を
力
説
し
、
図
書
利
用

の
指
導
と
読
書
指
導
に
時
間
を
特
設
。

白
滝
小
学
校
で
は
昭
和
四
十
三
年
に
県

立
図
書
館
の
読
書
推
進
の
地
区
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
親
子
読
書
の
研

吾当=

E冗

読
書
推
進
協
発
足
、
活
動
盛
ん

3 

昭
和
五
十
一
年
に
は
長
浜
町
読
書
連
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望置......... 

絡
協
議
会
が
誕
生
。
初
代
会
長
に
長
浜

の
増
田
晴
茂
氏
が
就
任
、
読
書
グ
ル
ー

プ
代
表
と
配
本
所
図
書
運
営
委
員
で
町

の
読
書
推
進
は
一
一
層
強
化
し
ま
し
た
。

一
方
で
は
読
書
研
究
会
を
、
町
教
委
、

読
書
連
絡
協
議
会
、
公
民
館
の
三
者
で

共
催
し
、
各
読
書
グ
ル
ー
プ
交
替
の
研

究
発
表
、
読
書
に
関
す
る
講
演
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
私
が
読
遠
の

会
長
と
な
り
、
五
十
二
年
の
県
の
読
書

研
究
会
で
は
、
出
海
保
育
所
母
の
会
会

長
河
村
和
子
さ
ん
が
堂
々
「
親
子
読
書
L

に
つ
い
て
発
表
す
る
ま
で
に
読
書
熱
が

高
ま
り
内
容
も
充
実
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
度
に
は
、
町
内
の
読

書
グ
ル
ー
プ
は
二
十
一
グ
ル
ー
プ
に
増

加
、
県
立
図
書
館
か
ら
、
十
冊
ず
つ
同

じ
本
を
借
り
出
し
、
お
母
さ
ん
が
同
じ

本
を
読
ん
で
話
し
合
い
を
も
っ
、
と
い

う
か
た
ち
で
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
年
四

十
冊
の
本
を
利
用
す
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
c

文化の町づくり，その育ちぷり圃盟

11，327 

9，742 

過去5年間の図書
利用(貸出し)状況

〔中央公民館図書〕

臼
年
i
比
年

ワ
ム
】
三
一
つ
J
-
b
J

F
h
o
h』
l
(
)
r
b
ゐ
叶

こ
の
ほ
か
、
私
費
で
文
庫
を
開
設
さ

れ
て
い
る
白
一
浦
の
上
回
ス
ミ
さ
ん
の
活

動
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。

図
書
貸
し
出
し

5
年
で
ワ
倍

中
央
公
民
館
で
は
図
書
貸
し
出
し
を

月
曜
と
木
曜
に
行
っ
て
い
ま
す
。
五

十
一
年
か
ら
長
浜
の
大
田
恒
代
さ
ん
に

同
書
貸
し
出
し
ゃ
整
理
事
務
に
当
っ
て

項
い
て
い
ま
す
。
利
用
者
も
増
し
、
本

を
通
し
て
人
間
性
の
育
成
を
し
て
も
ら

う
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

Y 元しはにい今こ書 ニ半占口

借気いずくまなと活昭 百冗荒見
りな子つるすおに動和 二"'"ろご
て子供と子。続なを五 壱子寸」
ゆ供と続供倍けりす十 ナ
く達横い遼りで、る一 貫ナしユ
本とにて 品中一一 年 長
に話広い 占星鍾醤議議ぃ lこ C 

けがる車種己主にし
のしり子議題成課題態
子たま供~セヤぎ雪 V 親 よ
のり「 、ケ実善努ふ 子 ---- ; 
成、。新地議伊読 ~ (" 

しがで成つ(大もいい特楽長
ま増す長て 44 十よるにしを
ーすえ 0 し大設国分う子母みみ
。るーた切?ょーでに f共親でる
こ般時な長 Iーも思のがすの
とのでこ浜 4、子わ方家。は
を方もと~ 1、供れがで女
な々母で とま、仕のほ
おののすはしてーす読事子ん

j 希図子。子む、緒。害を供と
望書は子供:本に瓦量さがう
い平Ij必 f共にこにな分がれ多に
た用要がとれ親つで多てく

璽:~"'<置冨.. 一

4，574 
冊

日
年

1
臼
年

印
年

1
日
年

州日年
1
日
年

最
近
の
貸
し
出
し
状
況
は
右
の
グ
ラ
フ

の
通
り
で
、
五
年
で
七
倍
の
利
用
増
で
す
。

精
神
文
化
の
源
泉
は
読
書

最
近
親
が
与
え
る
言
葉
は
「
い
け
ま

せ
ん
、
だ
め
、
早
く
し
な
さ
い
」
が
多

く、

r
丁
供
は
マ
ス
コ
ミ
に
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
読
書
は
字
の
読
め
な
い
幼
児

か
ら
、
母
と
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
、 (し】ずれも 2月から翌年の 1) I 

までの 1年間)

情
操
を
養
う
最
大
の

方
法
で
す
c

読
書
は
押
し
つ
け

ら
れ
る
も
の
で
な
く
、

各
グ
ル
ー
プ
で
読
書

に
情
熱
燃
や
す
人
ず
つ

く
り
こ
そ
大
切
で
す
。

美
も
豊
か
さ
も
私
達

の
心
か
ら
生
ま
れ
、

豊
か
な
町
〉
つ
く
り
、

豊
か
な
文
化
も
「
人
」

に
あ
り
ま
す
。
物
質

文
化
に
対
し
て
、
精

神
文
化
の
源
泉
は
読

書
に
あ
り
ま
す
。

読
書
推
進
の
き
め

て
は
、
地
域
住
民
の
読
書
に
注
ぐ
自
主

性
と
情
熱
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
条
件

整
備
と
し
て
の
、
予
算
の
増
額
、
入
手

の
増
加
、
施
設
の
整
備
が
読
書
推
進
の

深
め
よ
う
人
生
。

短
歌
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
早
く
か
ら
誕
生
し
て
い
た

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
町

の
短
歌
文
化
を
表
わ
せ
る
と

も
言
え
ま
す
。

す
で
に
臼
号
を
発
行

「
大
和
白
菊
短
歌
会
」

短
歌
誌
「
臼
菊
」
第
一
号

参
加
を
/

が
で
き
た
の
が
昭
和
問
十
一
年
十
，
一
月

二
十
日
、
詠
草
提
出
者
八
人
で
し
た
。

私
が
大
和
小
学
校
ヘ
赴
任
し
て
二
年
目

が書図の冊
《
H
v
nnv 

p
h
d
 
約在現

千
A
F

室書図の館
。
民
す
公
ま
央
り
中
あ

き
め
て
で
あ
り
、
文
化
の
町
長
浜
ゃ
つ
く

り
の
た
め
に
も
緊
急
な
政
治
課
題
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

に
、
二
宮
政
夫
大
和
公
民
館

長
の
提
唱
で
グ
ル
ー
プ
が
生

ま
れ
、
毎
月
歌
会
を
開
く
こ

と
に
な
り
、
会
の
名
前
を
相

談
し
て
「
白
菊
L

と
つ
け
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
十
三
年
、

「
白
菊
」
は
六
十
三
号
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
八
人
、
泉
ゆ

き
子
、
菊
地
ス
ミ
エ
、
岩
田

重
子
、
久
保
重
子
、
万
代
ナ

ガ
ヨ
、
村
上
テ
ル
子
、
谷
ミ

ド
リ
、
佐
田
雅
子
さ
ん
ら
で
、

愛
媛
ア
ラ
ラ
ギ
に
も
四
人
が

入
会
、
白
菊
誌
、
農
協
文
芸
、

新
聞
歌
壇
な
ど
に
投
稿
し
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。

毎

月

日

日

は

例

会

「
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
」

久保七部
〔町中央公民館長〕
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臼
菊
短
歌
会
の
誕
生
、
そ
の
指
導
を

受
け
持
っ
た
私
が
長
川
丘
住
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
刺
戟
さ
れ
、
長
浜
財
人
会

で
は
、
鎌
同
定
子
会
長
が
「
短
歌
の
叫
川

修
会
」
を
開
催
。
短
歌
の
作
り
か
に
つ

い
て
私
が
講
演
、
回
状
グ
ル
ー
プ
を
作

り
「
あ
り
そ
」
世
晴
子
け
が
町
和
四
十
二

午
卜
二
月
二
十
円
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

山
、
詠
行
は
卜
五
人
で
す
。
川
求
人
/
口
ま

で
五
十
一
号
、
毎
月
十
五

H
に
例
会
を

開
い
て
い
ま
す
の
七
丸
呈
六
千
香
、
金
沢

古
子
、
岸
本
純
子
、
境
良
恵
、
東
は
な

子
、
堀
江
米
子
、
松
出
静
子
、
山
口
美

下
子
、
山
ド
ヨ
ネ
子
、
久
保
美
江
主
ん

ら
ト
人
で
、
指
導
は
私
で
す
大
和
と

同
?
)
く
一
ー
一
ブ
ラ
ギ
に
六
人
人
会
、
ふ
り

7

て
誌
、
新
聞
歌
壇
に
札
口
一
析
し
て

励
ん
ひ
い
ま
す
c

「
あ
り
そ
」

と
い
う
の
は
万
葉
集
の
歌
に

た
び
た
び
出
ご
く
る
「
荒
磯
」

の
こ
と
で
す
。

生誕もフ'ν 一月/句ム々。-
H
U
Z
F
 

eを

R
，学浜長

農
協
文
芸
短
歌
の
主
流

「

出

海

短

歌

会

」

士
口
い
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
で

あ
る
本
間
伝
子
き
ん
が
、

大
和
、
長
浜
の
放
会
出

発
触
発
さ
れ
、
昭
和
川

十
三
年
五
月
か
ら
欣
会

を
始
め
、
今
日
ま
で
何

円
例
会
を
欠
か
し
ま

せ
入
。
愛
媛
ア
ラ
ラ

5 

#毛
S 

'G 

CI' 
必・・

イ

み

~ 

ギ
に
五
人
人
会
、
位
協
文
芸
短
歌
内
主

流
で
す
。
間
町
介
仕
の
会
員
は
八
人
、
本
同

信
子
、
本
田
重
太
郎
、
内
山
口
開
子
、
山

一
卜
杭
子
、
田
丸
富
枝
、
池
間
体

f
、
浜

口
文
子
、
稲
出
都
の
持
主
人
じ

こ
と
し
結
成
十
届
年

「
櫛
生
短
歌
会
」

出
海
ト
し
つ
い

c
m和
四
十
四
年
七
川

愛
媛
ア
ラ
ラ
ギ
の
古
い
会
員
大
木
満
子

さ
ん
の
主
唱
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
ア
ラ
ラ
ギ
に
二
人
人
会
、
農
協
文

芸
の
出
一
討
を
続
け
て
い
ま
す
。
会
員
は

大
本
満
子
、

AA
辺
仁
之
助
、
生
田
八
教

子
、
谷
井
光
恵
、
片
岡
富
美
子
、
内
同

チ
ズ
ル
さ
ん
ら
六
人
で
示
。

長
浜
町
に
知
一
歌
グ
ル
ー
プ
が
四
地
区

に
で
き
て
十
年
余
り
、
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
き
ま
す
o

い
や
い
航
竹
ま
す
。
文

化
的
な
z
h

の
は
長
以
に
育
た
な
い
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
同

歌
の
グ
ル
フ
が
育
っ
た
の
で
す
れ
人

聞
の
生
活
に
密
着
し
て
い
る
文
パ
子
と
し

て
の
相
歌
を
通
し
て
三
卜
四
人
の
短
歌

ふ
リ
分
肘
ら
れ
て
ま
す
か
ピ
ン
と
カ
ン
g
q
q

娘
」
と
い
う
初
め
て
の
句
を
作

E

つ
で
返
信
に
し
た
の
が
、
弘
と
俳
"

句
c

つ
く
り
の
出
会
い
で
す
。
め

楽
し
い
と
き
は
楽
し
く
生
ま
れ
曲

る
う
た
、
非
り
し
い
し
一
き
に
は
悲
し
怖

く
生
ま
れ
る
う
人
j1

み
つ
了
も
の
忠
叫

つ
も
の
が
句
川

矢
野
元
ヒ
デ
子

:

7

F
岬

と
な
〆
て
戸

(
日
歳
-
Aノ
坊

)

叩

現
さ
れ
る
と
恥

き
、
そ
れ
は
わ
が
人
生
を
豊
か
に

支
え
て
く
れ
る
μ

生
き
る
証
(
あ

4

か
し
)
の
う
た
υ

と
よ
門
え
る
で
し
叩

よ
-70

川

、b
-
-
F‘
ム
宅

eLZEE苦
2

・z-Et-----t-
丘
守

Z
-
-
1
-
r
i
p
-£
--LE---a
・r
・-rB--z
・2
・-F--z'
・2
号・・
1忽

亨
ι 
~ 

4包

= 
L 

丘
写

a 

句
は
生
き
る
あ
か

し
の
う
た

十
五
年
前
、
娘
夫
亡
く
し
た
と

き
、
娘
の
烹
人
人
ジ
タ
一

の
ι
お
母
さ
ん
か
議
機
轟
軒
下

ら
ま
ぐ
さ
め
乃
路
弘
治
γ
環
論
議
議

;

J

(

縦
臨

¥γι
議
f
J〆ι
い

こ
と
ば
を
勾
に
溺
欝
静
岡
ぷ

iJ品

巾
骨
緬
醐
鴫
線
三

託
し
て
頂
(
き
、
:
!
?
;

作
句
の
す
す
め
を
項
き
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
く
、
娘
の
好
き
だ

っ
た
白
ユ
リ
の
花
を
み
つ
め
つ
つ

「
白
ユ
リ
に
忠
い
出
残
る
亡
失
一

人
が
生
活
を
表
現
し
て
い
き
ま
す
。
お

在
い
同
志
、
同
じ
生
活
の
基
燥
に
立
っ
て
、

こ
の
生
活
を
声
に
発
し
、
お
与
い
に
取

り
ー
父
わ
す
叫
び
内
声
存
一
旬
欣
い
託
し
ア

い
き
ま
す
。

白
分
の
人
生
を
少
し
で
も
深
め
て
行

き
た
い
と
忠
わ
れ
る
方
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
長
浜
町
の
文
化
人
口
を
ひ

ろ
け
る
た
め
に
。
一
一
文
責
・
久
保
)

昭
和
五
十
一
年
に
、
小
・
中
学
生
の

余
暇
利
用
と
ふ
る
き
と
の
良
き
の
発
見

の
た
め
、
長
浜
小
に
俳
句
グ
ル
ー
プ
が

誕
生
し
て
、
生
侍
た
ち
は
ふ
る
さ
と
爪
円

安
し
さ
に
膚
を
柊
し
ご
い
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
庭
山
口
一
川
公
民
館
夫

会
で
「
ふ
る
さ
と
を
見
な
お
そ
う
」
の

施
策
と
し
て
俳
句
ポ
ス
ト
の
設
置
が
提

唱
き
れ
ま
し
た
。
翌
五
十
二
年
に
は
、

情
操
教
育
と
郷
土
教
育
の
一
翼
と
し
で
、

町
内
五
か
所

(
h沌
に
一
二
か
一
昨
、
長
浜

駅
、
出
石
寺
)
に
設
置
き
れ
、
毎
月
町

内
外
か
ら
の
投
句
法
絶
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
は
昭
和
ム
卜
て
一
年
か
ら
発
行
さ
れ

て
い
る
俳
句
広
報
ー
な
が
は
ま
」
に
紹

介
さ
れ
、
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
農
協
の
広
報
紙
に
投
句
(
昭

如
四
十
二
年
か
ら
)
す
る
グ
ル
ー
プ
を

は
じ
め
、
柴
の
つ
芽
ば
え
」
句
会
、
白

滝
の
俳
句
合
、
保
育
一
片
、
小
学
校
、
役

場
な
ど
の
職
均
や
町
内
各
地
に
俳
句
を

友
と
し
、
感
動
の
口
々
念
送
る
人
は
多

く
見
ら
れ
ま
す
η

長
浜
町
に
は
、
明
治
一
二
十
八
年
五
月

-
一
十
五
日
、
丙
村
兵
太
郎
(
口
可
・
笑

波
)
に
よ
っ
て
、
俳
誌
一
シ
ブ
キ
し
が

発
刊
さ
れ
、
人
k

同
各
地
か
ら
投
句
者
が

あ
り
、
教
科
古
に
も
出
C
く
る
内
藤
鳴

雪
な
ど
は
選
h
h
で
し
た
(
笑
波
二
十
一

歳
の
時
で
す
。
以
後
町
内
に
は
各
所
に

俳
句
を
友
と
す
る
人
は
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
昭
和
4

一
十
一
年
に
は
、
問
俊
雄

氏
や
井
上
武
犬
氏
に
よ
り
俳
句
紙
「
新

樹
し
が
発
行
さ
れ
、
内
本
一
都
氏
が
選
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者
で
し
た
が
、
間
も
な
く
大
洲
の
矢
野

椋
女
や
天
野
柳
糸
氏
に
引
き
つ
が
れ
ま

し
た
。
「
新
樹
」
の
投
句
者
は
長
浜
町

内
だ
け
で
も
相
当
数
に
お
よ
び
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
長
浜
の
自
然
の
美
し
さ
が

俳
句
の
温
床
と
な
り
ま
す
。
何
が
美
し

い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
自
ら
の

眼
で
確
か
め
、
心
で
感
じ
と
り
、
心
の

青

少

年

が

伝

承

の

主

役

2 1 棚牛宮崎叫~..~ ..~州市川淵
;:: ， '-脚ユ_'2弐悶む立ベソペー訂以以'~'/;" ';引きl
cト i …シ…
)コ

てん に公よ歴すで な者口
イ云ど現機民う史るい時考不の田T
承が夜運館[とと人ま消え足過内
さ、、が活、文たし減方と疎の
れ地郷雨動五化ちたのの合現芸
て域土まを年をがが危影理象能
いの芸つ中前伝ふ、機響的に伝
ま青能て心ご承る地にに、よ承
す少のいにろしさ域直よ科るは
。年ほま急か育とを面つ学後
たのとす速らでの愛して的継人

と
え
ば
戒
川
の
相
撲
甚
旬
、
豊
茂
の
五

鹿
踊
り
と
越
後
獅
子
、
大
和
の
豊
午
踊

り
、
櫛
生
の
凹
ツ
太
鼓
、
出
海
の
四
ツ

太
鼓
な
ど
で
す
。

一 一医翠盟E

先輩から熱心に獅子舞いを習う青年たち

第
一
回
郷
土
芸
能

祭
が
実
現

昭
和
四
十
九
年
か
ら
、

心
を
豊
か
に
す
る
公
民

館
事
業
に
取
り
組
み
、

同
年
の
八
月
に
は
第

一
凶
長
浜
町
郷
土
芸

能
祭
が
実
現
。
町
内

各
地
域
に
昔
か
ら
伝

わ
る
生
活
感
情
豊

か
な
民
族
芸
能
が

一
堂
に
集
ま
り
、

A

一
千
人
の
参
加
者

の
も
と
町
民
の
血

安
ら
ぎ
を
と
り
も
ど
し
、
自
己
を
み
つ

め
、
豊
か
な
文
化
の
町
長
浜
ゃ
つ
く
り
に

俳
句
を
通
し
て
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
(
文
責
・
高
左
)

を
わ
か
し
ま
し
た
。
こ
の
第

一
同
郷
土
芸
能
祭
が
、
そ
の

後
の
伝
承
活
動
の
機
運
を
高

め
た
と
い
え
ま
す
。

菊地邦求
[町村:会教育主事〕

牛
鬼
な
ど
ロ

長
浜
町
各
地
域
に
、
人
々

の
生
活
と
と
も
に
生
き
て
い

る
郷
土
芸
能
は
つ
ぎ
の
通
り

で
す
。

。
盆
踊
り
(
町
内
各
地
区
)

青
島
の
盆
踊
り
は
、
県
指

定
無
形
民
族
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。

。
豊
年
踊
り
(
大
和
地
区
)

県
指
定
無
形
民
族
文
化
財

。
相
撲
甘
悼
匂
(
戒
川
)

。
段
七
踊
り
(
戒
川
)

A
V
地
突
音
頭
(
ム
ァ
妨
)

A
V
む
船
う
た
(
長
浜
)

A
V
瓦
鹿
踊
り
(
豊
茂
)

。
か
さ
は
り
歌
(
櫛
生
)

。
四
ツ
太
鼓
(
出
海
、
櫛
生
)

A
V
は
ぜ
と
り
う
た
(
櫛
生
)

。
牛
鬼
(
櫛
生
、
出
海
、
豊
茂
)

A
V
獅
子
舞
い
(
沖
浦
、
大
和
、
豊
茂
、

出
海
、
櫛
生
)

み
ん
な
で
参
加
協
力
を

無
形
丈
化
財
は
、
一
世
代
と
だ
え
た

ら
も
う
後
世
に
残
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
と
一
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
少
年
に

郷
土
愛
を
も
た
す
た
め
に
も
、
郷
土
芸

能
を
地
域
の
文
化
と
し
て
継
承
し
、
高

齢
者
か
ら
青
少
年
、
小
さ
い
子
供
に
至

一

こ

の

重

み

四

年

前

ご

ろ

か

ら

若

者

が

育

川

こ

I
一

一

ち

、

A
7
は
最
も
充
実
し
て
い
る
と

次

代

へ

き

で

す

o
T郷
土
芸
能
の
伝
承
…

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
川

私

の

場

合

、

小

学

校

一

一

戸

ヰ

生

の

こ

し

い

こ

と

で

す

。

川

ろ
か
ら
、
地
城

i
い¥
J
u
f
J

私
た
ち
の
先
輩
が
伝
え
て
〈
れ
川

に
伝
わ
る
「
越
急
融
噂
羽

LYU号
、

た

祭

り

の

主

臨
時
一
小
一
J

藤
田
武
士
。

後

獅

子

し

を

や

臨

臨

閥

幹

議

殴

蕊

，

役

、

当

時

の

っ

て

き

て

い

ま

舗

麟

種

(

幻

歳

・

豊

茂

)

人

々

の

喜

び

山

川

す

o

d
灯
き
じ

4
讃
司
~
!
?
~
や
願
い
を
今
に
次
ぐ
郷
土
芸
能
。

ゃ
あ
ね
工

lω

な
ん
て
一
一
一
日
わ
な
い
そ
の
重
み
が
ぜ
ひ
次
の
世
代
に
、

ー
で
く
だ
さ
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
地
イ
ヤ
、
み
な
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
ほ

域
に
私
の
後
輩
が
い
な
か
っ
た
の
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川

が

原

因

で

す

。

川

る
ま
で
、
芸
能
伝
承
の
意
義
を
理
解
し
、

保
存
伝
承
に
参
加
協
力
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
「
文
化
は
山
か
ら
お
り
て
く

る
」
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
郷

土
芸
能
は
、
同
一
地
域
の
人
々
が
す
同

族
、
血
縁
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教

的
信
仰
と
慰
労
を
か
ね
て
、
長
浜
に
住

む
人
々
の
心
の
奥
底
に
日
々
の
生
活
を

通
し
て
自
然
に
発
生
し
伝
承
さ
れ
て
き

た
も
の
で
す
。
そ
の
生
活
感
情
を
素
ぼ

く
に
反
映
し
た
、
心
豊
か
な
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
公
民
館

活
動
の
中
で
芸
能
伝
承
も
強
力
に
推
進

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

待
た
れ
る
民
族
資
料
館
の
建
設

幸
↓
到
寿
一
時

職
一
間一す〈
金
↑
阿

何
年
に
総
合
調
査

匡E財
長
浜
町
に
文
化
財

保
護
法
が
制
定
さ
れ

た
の
は
大
洲
に
遅
れ

る
こ
と
七
年
、
昭
和

三
十
六
年
六
月
一
二
一
日

で
し
た
。
こ
れ
は
大

洲
と
長
泣
い
の
文
化
遺
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産
所
有
の
ち
が
い
を
示
し
て
い
ま
す
。

つ
い
で
昭
和
三
十
八
年
十
月
一
口
と
卜

二
月
一

H
に
七
人
の
文
化
財
専
門
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
菊
地
正
行
、
浜

田
通
雄
、
井
関
忠
夫
、
近
藤
佳
次
、
河

村
純
一
、
丙
岡
通
福
、
亀
出
向
郎
の
皆

さ
ん
で
、
こ
れ
ら
の
委
員
の
積
極
的
な

調
査
や
啓
蒙
活
動
が
展
開
さ
れ
、
各
地

区
の
文
化
財
を
発
掘
し
ま
し
た
。

昭
和
問
十
五
年
七
月
一
二
十
一
日
か
ら

行
わ
れ
た
愛
媛
県
の
長
浜
町
文
化
財
総

合
調
査
に
は
、
桜
井
久
次
郎
、
八
木
繁

一
、
野
口
光
敏
の
県
文
化
財
専
門
委
員

が
来
ら
れ
、
今
ま
で
調
査
し
た
も
の
に

つ
い
て
本
格
的
に
調
査
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
現
在
町
指
定
の
文
化
財
は
、
こ

の
調
査
結
果
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。最

近
で
は
戒
川
樫
谷
の
道
し
る
べ

文化の町づくり，その育ちぶり

町
内
の
指
定
文
化
財
は
、
現
在
次
の

通
り
0

(

)

内
は
指
定
年
月

H
o

国
指
定
重
要
文
化
財

{
彫
刻
]
沖
浦
・
瑞
龍
寺
の
木
造
十
A

面
観
音
立
像
(
大
正
1

・
9
・
3
)
{
仁

芸
一
出
石
寺
の
銅
鐘
(
大
正
7

・
4
・

8
)
 県

指
定
文
化
財

{
彫
刻
}
出
石
寺
の
木
造
釈
迦
如
来

坐
像
(
昭
和
的
・

3
・

m)
一
名
勝
}

金
山
出
石
寺
(
昭
和

m
・
1

・
幻
)
{
無

形
民
族
文
化
財
}
青
島
の
盆
踊
り
(
昭

nu--
ワ
ム

A
生
J

手
や
亡
J

1

i

つ白、

町
指
定
文
化
財

一
天
然
記
念
物
]
無
事
喜
地
の
夕
、
フ
ノ

キ
、
豊
茂
の
コ
ガ
ノ
キ
、
出
海
神
社
の

イ
チ
ョ
ウ
、
豊
茂
三
島
神
社
の
イ
チ
ョ

ウ
、
櫛
生
大
峯
の
イ
タ
シ
イ
、
出
石
寺

の
カ
ツ
ラ
(
以
上
い
ず
れ
も
昭
和
総
・

3
・
日
)
、
戒
川
三
島
神
社
の

社
叢
(
昭
和
日
・
r
0

・
M
)

一
無
形
民
族
文
化
財
]
豊
年

高
附

1
ノ
「
刀
口

H
H
n
hり

l
j
n
v
J
、

E
L
V
/阿
川
手
小

4

:

3

~

戒
川
樫
谷
の
道
し
る
べ
(
昭

和
白
・

9
・
U
)
{
建
造
物
一

住
吉
神
社
の
子
水
鉢
(
昭
和

必
・

2
5
7
)
{
辛
口
跡
}
久

保
文
書
(
昭
和
羽
・

2

・
7
)

守
り
伝
え
よ
う
文
化
財

長
浜
町
の
文
化
財
は
、
大

洲
に
比
べ
て
数
は
少
な
い
け

れ
ど
も
、
祖
先
か
ら
残
さ
れ

た
文
化
的
所
産
で
あ
り
、
長

浜
の
生
活
の
跡
を
物
語
る
も
の
で
す
。

こ
れ
な
く
し
て
は
、
長
浜
の
陀
史
一
や
文

化
、
町
長
性
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
文
化
を
継

本
し
て
こ
そ
長
浜
の
新
し
い
文
化
の
発

展
、
文
化
の
創
造
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ

社
会

家
庭
、
学
校
、
社
会
が

長
浜

町
の
場

合
、
社

会
道
徳
を
高
め
る
た
め
の
公

の
活
動
は
、
公
民
館
活
動
の

中
に
操
り
込
ま
れ
て
お
り
、

社
会
教
育
そ
の
も
の
が
道
徳

教
育
と
い
え
る
で
し
ょ
う
c

l社li
iム ii
i宮 l

感
謝
の
精
神
な
ど

こ
れ
ま
で
重
点
と
し
て
き

た
も
の
は
、
あ
い
さ
つ
の
励

行
、
会
合
時
間
の
厳
守
、
事
業
や
活
動

つ
に
な
っ
て

を
通
し
で
の
尊
敬
の
念
・
信
頼
の
念
・

敬
老
精
神
・
感
謝
の
精
神
|
の
高
揚
、

青
少
年
の
非
行
化
防
止
、
家
庭
に
お
け

ま
だ
各
地
区
に
う
ず
も
れ
て
い
る
文
化

財
を
掘
り
出
し
、
長
浜
町
民
共
通
の
貴

重
な
財
産
と
し
て
大
切
に
保
護
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
一
日
も
早
く
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
民
俗
資
料
館
の
建
設
で
あ

り
ま
す
。
今
日
の
激
し
い
変
動
期
に
は

社
会
生
活
や
生
産
様
式
の
う
つ
り
か
わ

り
と
と
も
に
貴
重
な
文
化
財
が
消
減
し

よ
う
と
し
て
わ
り
ま
す
。
祖
先
が
残
し

た
町
内
の
民
俗
資
料
を
一
堂
に
集
め
ま

し
ょ
う
。
庶
民
の
生
活
文
化
遺
産
を
見

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
世
代
が
長
浜
人

の
生
活
の
推
移
を
知
り
、
よ
き
風
俗
慣

宵
な
ど
を
後
世
に
永
く
伝
え
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

る
話
し
合
い
(
家
庭
の
日

の
実
践
な
ど
で
す
。

乏
し
い
μ

来
た
時
よ
り

も
美
し
く
μ

出 本辰雄
〔町教育課長補佐〕

ま
た
、
公
民
館
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
来
た

時
よ
り
も
美
し
く
」
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
公
民
館
の

利
用
者
は
、
部
屋
を
使
っ
た

ら
必
ず
掃
除
を
し
て
、
次
に

使
う
者
が
そ
の
ま
ま
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
、
公
民
館
を

利
用
者
一
同
で
守
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
部
屋
も
、
ト

イ
レ
も
、
み
ん
な
が
き
れ
い

に
利
用
し
、
汚
し
た
ら
「
自

分
の
行
為
に
は
自
分
が
責
任

を
持
つ
」
、
自
分
で
後
始
末
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
一
つ
を
通
し

て
も
、
公
民
館
利
用
の
聞
に
も
民
主
主

義
が
身
に
つ
ど
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
守
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
他
人
が
み
て
い
る
時
だ
け
し
か

き
ま
り
が
守
れ
な
い
人
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
道
徳
を
身
に
つ
け
た
社
会

の
一
員
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
す
る

l
こ
れ
が
民
主
主
義

社
会
の
大
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
ル
ビ
ア
、
サ
ツ
キ
、
サ
ン
ゴ

ジ
ュ
に
願
い
込
め
て

社
会
教
育
の
総
称
と
し
て
、
昭
和
四

十
九
年
に
町
の
花
、
花
木
、
木
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
み
ん
な
が
共
通

の
も
の
を
育
て
る
喜
び
、
連
帯
感
を
養

う
と
い
-
7
こ
と
で
社
会
道
徳
の
目
標
に

も
な
っ
て
お
り
、
大
分
普
及
が
見
ら
れ

ま
す
。
町
の
花
、
花
木
、
木
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
。

{
花
}
:
サ
ル
ビ
ア
:
・
人
と
人
と
の
温

か
い
心
の
つ
な
が
り
を
つ
〈
り
、
躍
動

的
で
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
花
に
心
の

ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

{
花
木
}
:
サ
ツ
キ
・
:
健
康
で
平
和
な

家
庭
づ
イ
り
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

{
木
}
・
:
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
:
・
町
民
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
希
望
に
満
ち
た

地
域
づ
く
り
、
情
緒
に
富
ん
だ
町
民
性

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
み
つ
め
、
美
し
い
人
情
と
文

化
の
町
の
土
守
つ
く
り
は
、
公
民
館
を
拠

点
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す。
こ
の
ほ
か
、
買
い
物
や
乗
り
物
の
場

合
の
一
列
励
行
、
時
間
の
厳
守
な
ど
、

す
べ
て
人
間
尊
重
と
い
う
観
点
か
ら
実

践
的
学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

= = 
; 11主主自 2 
;; -:r ;; 
E 喜
皇室
; ..J..-'関町 三
:: TI、・
a'f.え 2. . 

学
校
教
育
の
中

に
初
め
て
道
徳
教
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重賓彊翠麺

育
が
設
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
三
十
三
年
。

こ
の
と
き
の
道
徳
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
は

人
間
尊
重
の
精
神
で
、
指
導
内
容
は
小

学
校
三
十
六
項
目
、
中
学
校
二
十
一
項
目
。

十
年
後
の
昭
和
問
十
二
年
に
は
、
将

来
の
わ
が
国
を
背
負
う
国
民
の
教
育
の

基
礎
を
い
っ
そ
う
充
実
す
る
方
針
で
指

導
要
領
を
改
善
、
指
導
内
容
も
小
学
校

が
三
十
-
一
項
目
、
中
学
校
が
十
三
項
目

に
集
約
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

文化の町づくり，その青ちぶり

生
命
を
尊
び
-
-
-
ほ
か

現
代
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し

き
れ
ず
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
一
一
度
目

の
改
訂
が
行
わ
れ
、
小
学
校
は
同
五
十

五
年
か
ら
、
中
学
校
は
五
十
六
年
か
ら

新
し
い
要
領
で
実
施
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
小
学
校
の
指

導
要
領
の
内
容
は
二
十
八
項
目
、
中
学

校
は
十
六
項
目
で
す
。
た
と
え
ば
小
学

校
の
場
合
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

印
刷
岡
阿
閣
州
国

①
生
命
・
健
康
・
安
全
②
礼
儀
作
法

と
き
ま
り
あ
る
生
活
③
整
理
、
整
と
ん

と
物
や
金
の
活
用
④
正
し
い
と
信
じ
る

こ
と
の
実
行
と
他
人
に
動
か
さ
れ
な
い

⑤
自
他
の
自
由
尊
重
と
行
動
に
責
任
を

持
つ
⑥
常
に
明
る
く
誠
実
に
⑦
正
を
愛

し
不
正
を
憎
み
勇
気
を
も
っ
て
正
し
く

行
動
⑧
正
し
い
目
標
実
現
に
は
困
難
に

耐
え
る
⑨
人
の
忠
行
を
よ
く
聞
き
反
省

し
、
思
慮
深
く
節
度
の
あ
る
生
活
⑩
自

然
を
愛
し
、
優
し
い
心
で
動
物
や
植
物

に
親
し
む
⑪
美
し
く
崇
高
な
も
の
を
尊

び
清
い
心
を
⑫
自
分
の
特
徴
を
知
り
長

所
を
伸
ば
す
⑬
希
望
を
も
ち
高
い
目
標

を
立
て
実
現
に
努
め
る
⑭
合
理
的
、
研

究
的
態
度
を
⑮
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、

新
し
い
分
貯
を
⑩
だ
れ
に
も
親
切
、
不

幸
な
人
や
弱
い
人
を
い
た
わ
る
⑪
社
会

に
尽
く
し
て
く
れ
る
人
々
に
感
謝
と
尊

敬
を
⑬
瓦
い
に
信
頼
し
合
い
仲
よ
く
助

け
合
う
⑬
偏
見
を
持
た
ず
だ
れ
に
も
公

正
公
平
に
⑩
広
い
心
で
人
の
立
場
、
を
理

解
し
人
の
過
ち
を
許
す
⑮
規
則
や
自
分

た
ち
の
作
る
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し

進
ん
で
守
る
⑫
権
利
を
正
し
く
主
張
し

自
分
の
果
た
す
義
務
を
確
実
に
果
た
す

⑮
勤
労
の
尊
さ
を
知
り
人
の
た
め
に
仕

事
を
す
る
⑪
社
会
の
一
員
と
し
て
自
覚

し
、
公
共
物
を
大
切
に
公
徳
を
守
る
⑮

家
族
の
人
を
敬
愛
し
、
よ
い
家
庭
を
作

る
⑮
学
校
を
敬
愛
し
、
立
派
な
校
風
を

作
る
⑮
日
本
人
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て

国
を
愛
し
、
国
家
の
発
展
に
尽
く
そ
う

と
す
る
⑮
広
く
世
界
の
人
々
に
対
し
て

正
し
い
理
解
と
愛
情
を
も
ち
、
人
類
に

役
立
つ
人
間
に
な
ろ
う
と
す
る
。

独
自
の
道
徳
資
料
集
も
発
行

こ
れ
ま
で
の
問
、
文
部
省
か
ら
も
種

々
の
資
料
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭

和
四
卜
-
二
年
に
は
、
町
教
委
と
町
道
徳

主
任
会
が
独
自
で
学
年
別
の
「
道
徳
資

料
集
」
を
編
集
発
行
、
同
凹
十
七
年
に
は
、

長
浜
中
学
校
が
「
道
徳
性
意
識
調
査
」

を
行
い
ま
と
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同

問
十
九
年
に
は
、
町
教
育
研
究
所
と
長

浜
中
学
校
が
独
自
で
、
学
年
別
の
「
道

徳
資
料
集
」
を
編
集
発
行
し
て
い
ま
す
。

三
者
の
提
携
が
大
切

道
徳
教
育
は
も
と
も
と
、
家
庭
、
学

校
、
社
会
の
一
二
一
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
呆
た
し
、
そ
れ
ら
の
聞
に
一
貫
し
た

方
針
が
保
た
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
o

H
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
三

者
の
提
携
が
特
に
大
切
で
す
。

在長諜輔の崩
(単位.千円)

同
国
執
行
額
(
す
で
に
使
っ
た
金
額

円

U
予
算
額
(
培
つ
予
定
の
金
額
)

お金)出つ歳(使言十
A

会

fljf'J 

労働f{_衛生費民生資資r1月IJI議会費

2，761，034 4，731 1ω 162，261 490，198 50.931 予算額

水道事業会計
益 20，669千円

用| 民間千円

工業用水道事業会計
益 3，961千円

用 5，780千円

簡易水道
特別会計

|一一 予算額 49，954千円

1 111 

住宅新築資金等貸付
特別会計

/¥ 予算額、 42，594千円

~) 収入済額
I!!Cニユ

1060 133 

(38.40%) 

。
10係)

収

費

。
(0%) 

収

費

3，216千円

17，561千円

収入済額

支出済額、

3，896千円

66千円支出済額
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璽盟廼毘彊置""'"

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
支
給
の
範
囲
が
、
さ
ら
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
二
十
一

日
ま
で
の
間
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
な
ど
の
受
給
者
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
①
配
偶
者
②
子
③
父

母
④
孫
⑤
祖
父
母
⑥
兄
弟
姉
妹
⑦
戦
没

者
と
一
か
年
以

k
生
計
に
関
係
の
あ
っ

た
三
親
等
内
親
族
の
う
ち
先
順
位
者
に
、

特
別
弔
慰
金
十
二
万
円
(
国
債
で
年
二

万
円
の
六
年
間
)
が
支
給
さ
れ
る
ご
と

に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場

住
民
課
で
請
求
手
続
き
を
し
て
ノ
¥
だ
さ

財政公表・おしらせ

農

鷺減鮪・|著
書:芦:曲・|年
，;t. i' 
月・1
3・
千:
6 
百三
円・1

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
時
期
を
逸
し

た
農
業
後
継
者
が
、
一
か
月
に
三
千
六

百
円
を
特
別
に
納
め
れ
ば
(
特
例
納
付
)
、

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
と
い
う
救

済
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
っ

こ
の
措
置
は
こ
と
し
七
月
一
日
に
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
加
入
希
望
者
は

こ
と
し
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
農
協

の
窓
口
に
申
し
出
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
次
の
要
件
に

基準日

区 分 基準 日

大正8年7月3日~大正9年1月1日生まれ 昭和49年7月1日

大正9年l月2日~昭和11年1月1日生まれ 昭和50年I月1日

昭和11年l月2日~昭和12年1月1日生まれ 昭和51年l月1日

昭和12年1月2日~昭和13年1月1日生まれ 昭和52年1月1日

昭和13年1月2日~昭和14年1月1日生まれ 昭和53年1月1日

昭和14年1月2日~昭和15年1月1日生まれ 昭和54年1月1日

〔別表〕該
当
す
る
方
で
す
。

一
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

レし
二
、
大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
昭
和
十

五
年
一
月
一
日
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ

た
方

一
二
、
別
表
に
定
め
る
基
準
日
に
、
五

0

ア
ー
ル
以
上
の
該
当
者
名
儀
の
農
地

を
耕
作
ま
た
は
養
畜
の
事
業
を
行
っ

て
い
た
方

四
、
別
表
基
準
日
ま
で
引
き
続
き
士
一
年

以
上
耕
作
ま
た
は
養
畜
の
事
業
に
従

事
し
て
い
た
方

保
険
料
は
、
申
し
出
た
方
の
生
年
月

日
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
か
ら
、

申
し
出
た
月
の
前
月
ま
で
が
一
か
月
三

千
六
百
円
、
そ
れ
以
後
は
定
額
の
一
二
千

二
百
九
十
円
を
納
付
す
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
り
、
日
十
く
申
し
出
を
し
た
方
が
有

利
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

月年目
期政状祝の公表

長浜町の財政事情の作成および公表に関する条例に
より昭和54年度 9月末現在の財政を公表します。

昭和 54午 10月 長浜町長二宮重憲

覇支

2，761守口34

1，165守619
(42.22%) 

歳(はいるお金)入(単伏:一千flj) 

語湾施設
碕特別会計

得予算額 13.378千円

ワY 収入済額 2，720千円

7，119千円支出済額

国民健鹿保険直営診藤所
特別会計

予算額 33，512千円

771千円

30，554千円

収入済額

支出済額理
円

円

円

千

千

千

「
吋

U

R

U

S

4

験

計

刷

出

抑

制

会

一

組

閣

繍

健

I
3
入

出

己

思

予

収

支
国特掛
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声一以前にも投書したと

ころ「かたづ、けたから・・・」

とのことでしたが、現場を

見に行ってから書いてほし 立E

いものです。 長
新長浜大橋の長浜側の橋 浜
ゲタの Fのところは、ゴミ 大
やガラスの割れがあってと 橋
ても危なくてなりません。 キ
近所の方に聞いてみると、 ?イ

知らない間にたまったもの め
で、困っているとのことです。廃

きれいにかたづけてほしい 材
と思います。(近所のもの)

お答え・・・先の投書で、は「ゴ

ミの山」今回は「ゴミやカ、、

ラス」とありますが、これは、とりこ

わした家の柱など廃材などのことでは

ないかと察します。そうであればこの

ための感違いがありましたことをおわ

びいたします。もちろん回答に当って

は現場を見ています。

ところで、問題の廃材ですが、以前

から調査中でした所有者が分かりまし

たので、 9月29日に取り除かせました。

なお、 f也のみなさんにもお原互いしま

す。公共用地や空地を無断で利用され

ないようお願いします。事故や災害の

原因になることもありますから・一。

所
有
者
分
か
り
取
り
除
き

今月の声一一一間一戸一

塩害防止などのため

旧海水浴場のテトラ設置

声…私は松原通り 38区の高校3年で

す。 8月31日に長浜の旧海水浴場の工

事を見てびっ〈りしました。ぼ〈たち

は、小さいころから旧海水浴場で泳い

できました。そして、ぼくたちの安ら

ぎの場でした。たった一つの砂浜で、し

た。それがまた、テトラポ y トの山に

なるなんて信じられません。高潮対策

といって工事しているけど、今までに

そんな高潮被害などあったんですか?

ぼくたち、イヤ、子供たちの砂浜をメ

チャメチャにしないでください。旧海

水浴場は、いつまでも美しい浜であっ

てほしいものです。

お答え ..i毎岸をやすらぎといこいの

場として残したいあ、気持ちには、町と

しても同感です。しかし、旧海水浴場

の場所では、昭和24年のデラ台風、 25

年のキジヤ台風の際、 i皮が堤防を越え
て付近の家屋が塩害にあっています。

このようなため、付近住民からの波止

め工事の陳情もあって、ご覧のような

消波工を県が行っているものです。

AS圃
割
。
世
田
町
明
治
記
園

3
0且
園
調
出
金
田
司
品
目
母
国
調
品
企
画
一
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企
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母
国
一
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お
邑
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調
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河
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岳
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四
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AE歯
車
会
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圃
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ぶ
呈
圏
直
ぶ
C
m
一
お
お
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圃
苅
白
色
冒
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河
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、
必
園
調
ぷ
白
歯
司
、
百
園
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sa園調
aba調
示
、

てまf
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晩秋。こんな珍しい光景もみられ
ました。(長浜山際で)

くくくくくくくくく《

今月の

こ
の
欄
は
、
あ
な
た

の
声
に
お
答
え
す
る
、

あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

声
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー

ジ
で
す
。
直
接
む
た
ず

ね
が
あ
っ
た
こ
と
、
町

の
中
で
ふ
と
耳
に
ふ
れ

た
あ
な
た
の

4
F
N

も

ス
ク
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
生
活
を
し

て
い
る
と
げ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
町
の
し
ご
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

不
満
ご
と
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
ベ

l
ジ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
項
き
、

ど
う
ぞ
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

声の籍もこ活

用ください

込日ごろが大事、

b
園
君
。
、
晶
君
主
司
、
ぜ
暗
号
匹
園
司
、
b
圏
、
、
、
正
司
b
圃
号
、
与
句
、
苫
司
句
、

b
g
3
S圏
、
、
b
E
R
D国
司
、
£
団
司
、
b
a司
、
豆
司
匡
圃
司

E
E司、
E
-司
苫
園
司
、
三
司
、
正
句
、
b
園
、
、
、
伝
言

S
書
ぶ
邑
同
調

qh咽
河
、
b
E串
S
圏、
λ
E
-司
、
催
国
司
語
圏
、
お
量
圃
測
さ

AE吏
直
圏
雲
邑
圃

g
s
g母国
司
・

明るく正しい選挙の実現

声..ーしミつものごとく選挙ともなれば

町議はもとより国会議員に至るまで、

選挙管理委員会のと明るく正しい選挙

をいたしましようとの日子びかけもなん

び〉そ1])・・・・・・・・・。

国るのは家庭訪問・・・とどうぞ00に
あザ互いしますミ o 交代で 1週間くらい続

きます。なんとか止めるようにならな

いものでしょうか。明るく正しい選挙

ができるよう選管でもできないものか、

おたず、ねします。(町内N.T)

お答え・・・明るく正しい選挙への願い

はもっとものことと忠います。 選管で

もそれを望んでいることです。しかし、

正直申し上げてその実現ほどむずっか

しいものはないとも感じさせられてい

るところです。

ご期待には沿わない返答とは思いま

tが、結局のところは、選挙をする人、
される入、運動をする人、 1人ひとり

のモラルの向上に努めるよりほかはな

いと考えます。理想選挙、理想社会の

実現に目ざめて頂きたいと願っていま

す。

なお、この声のうち特定な対象者を

指した表現、掲載時にタイミングのず

れる用語は割愛させて項きました。

モラル高める努力を

声一櫛生の原保というと

ころに古井戸があります。

深さは50mから 100mはあ

りそうです。紅は 1度その櫛

井戸をのぞいてみましたが、生

もし子供や酔っぱらった人原

でも落ちたらどうして助け 保;
るのだろうかと心配でなり の

ません。ころばぬ先のつえ、古

ぜひフタをして項きますよ 井

うむ願いします。(-.町民) 戸
お答え・ーさっそく現場ヘ

行って調べた結果、直径70

C皿、深さ 4m 30cmの井戸で、

した。

ご指摘のように事故があってはいけ

ませんので、町の消防係の方で有刺鉄

線で開むことにします。ご指摘ありが

とうございました。

有
刺
鉄
線
で
囲
み
ま
す
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ルポ。わだい国趨極盟国

目
に

止
ま
っ

L
Y

の
カ

ー

l
月
一

H
。
出

日

f

p

什
山
パ
ハ
J

」
f

校
講
z
h
h

-
長
の
一
ア

千
ん
ノ
パ
l

桜
の
古
木
に
、
四
1
五
斡
ず
一
つ
の

か
た
ま
り
で
三
か
所
に
。
お
ま
け

に
あ
ぎ
や
か
な
黄
緑
色
の
葉
ま
で

一
一
つ
れ
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
校
全

体
が
つ
ぼ
み
を
つ
け
て
正
に
こ
こ

で
は
奏
盛
り
。

同
校
の
校
長
先
竺
の
話
で
は
「
最
近

〉
ホ
に
虫
が
入
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
異

/
包
状
が
・
:
」
と
い
う
こ
と
。

J

、
」丹
U

口

口

口

口

口

U

口
円

u

h
u
J
4
 

バ川
M
F
F
戸

一 一一

春
が
来
た
/
¥
つ

出
海
に
桜
咲
く

秋
も
採
り
に
咲
い
て
い
た
し
だ
い
。

ハ
イ
、
そ
の
マ
サ
し
?
:
の
桜
の
花
が

首画面~曲唖時世羽田甲町一E由時

開な
い薬
てた草
山百
本点
[7LJを
郎展
氏示。
σ〉。
講約
J員 n
会行
で人
はカミ

約百方
七れ
十た
人 iJ
がかでか県開央草「月九
聴、きら立催公展愛 LJ九
講会た淫 fwき I己し緩日か月
し場身 (J物れ主1¥がのまら二
たで 3li1'l f~自た， t 1 薬で卜十

口口ご二三」口口口口口口口口口〔

薬
草
展

に
側
人

、
i
q
守
系
w
f
J
f
誌
が
弘
幸
子
ま
正
常
t
γ
+
J
F
Z苧
手
持

d

a

h

t

f

L

2

-

子
券
+
ソ
株
式
亦
莱
ぷ
F

叫

号

、

:

品

本

益

予

告

さ

'fイ
サ
司
君
主
O

L

I

A

f

M
E
l醒
醸

惇

長
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十
代
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械
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圃
懇
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機
際
機
繍
舗
壌
調
融
機
織
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際
口
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代
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人
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制
磯
幽
臨
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圃
園
田
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輯
臨
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線
機
機
織
行
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人
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と
い
う
こ
と
o
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ニ

薗

圃

園

田

醐

醒

闇

輔

醐

建

一

ち

ぎ

し

て

ま

た

ど

う

し

時

制
離
醐
期
繍
細
沼
湘
溜
輔
鍋
輔
繍
機
線
機
楽
て
こ
の
よ
う
に
人
気
附

U

町
議
臨
輯
額
野
酪
際
際
際
膨
麟
麟
轍
麟
鱗
い
泌
総
機
織
が
急
上
昇
し
た
の
か
げ

料
寸
テ
ニ
ス
ボ
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ル

し

と

い

え

探

っ

て

み

れ

ば

、

ど

う

や

ら

叫

が

司

r・
(

〉

叫
ば
、
だ
れ
も
が
ご
存
知
。
で
も
、
ミ
…
昨
年
の
夏
に
長
浜
町
体
育
協
料

洲
口
プ
レ
ー
の
経
験
は
つ
と
間
間
以
会
が
開
い
た
初
の
テ
ニ
ス
教
桝

掛
え
ば
「
ノ
ー
」
と
答
え
る
人
包
引
け
室
の
効
果
が
一
年
後
に
な
っ
酬

料
、
か
多
い
。
そ
の
テ
ニ
ス
が
今
、

i
は
で
現
わ
れ
は
じ
め
た
ら
し
い
制

御

私

た

ち

の

町

で

は

般

の

入

、

一

刊

と

か
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掛

川

河

↓

ノ

ぶ

、

1

軒

端
た
ち
に
大
受
け
中
。
四
、
ぶ
一
J

く
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
ス
ポ
l

湘

州
人
だ
っ
た
初
心
者
テ
ニ
ス
ク
ス
ぞ
ツ
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
抑

iph 州

ラ

ワ

仁

、

こ

と

し

の

七

日

ご

こ

わ

た

L

「
日
曜
日
が
待
ち
遠
し
け
判

断

λ
か
ら
な
ぜ
か
入
部
者
が
急

-
7
P
で
す
ね
」
と
、
だ
れ
に
も
細

川

柑

噌

、

今

や

女

性

三

干

七

人

、

に

的

好

評
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掛
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計
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ス

T
ひ
況
を
祝
し
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表
彰
中
小
中
小
中
小

学長
校中
」 yうf

p 県
君主健

za霊
安室長

長
浜
中
学
校
は
、
県
下
の
中
規
模
校

の
中
で
今
年
度
の
健
康
優
良
学
校
に
選

ば
れ
、
主
催
し
た
県
教
育
委
員
会
な
ど

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
優
良
校
に
選
ば
れ
た
要
因
と

し
て
、
脊
(
せ
き
)
柱
側
考
症
の
早
期

@
事
業
主
さ
ん
加
入
し
て
ま
す
か
?

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

A
V
事
業
所
は
、
雇
用
保
険

/
倍
、
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

坦
坦
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
弘
事
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い

F号
な
い
事
業
所
は
、
今
す

雇
4
明
、
ぐ
加
入
の
子
続
き
を
し

吋
ま
し
ょ
う
。

人
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

ー
も
よ
り
の
商
工
会
か
大
洲
公

共
職
業
安
定
所

(
0
8
9
3
2
④

3
1
9
1
)
ヘ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

発
見
に
い
ち
じ
る
し
い
成
果
を
収
め
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
校
は
五
十
一
年
度
、
五
十
二
年
度

に
は
準
優
良
校
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
が

優
良
学
校
に
選
ば
れ
た
の
は
初
め
て
。

寄

付

。
下
須
戒
の
本
田
定
さ
ん
(
四
六
)
:
・

グ
ラ
ン
ド
ま
さ
っ
ち
十
一
立
方
灯
を

大
和
小
学
校
へ
。

。
長
浜
二
十
一
区
の
明
関
定
市
さ
ん
(
五

ムハ
V

・
:
リ
ヤ
カ
ー
一
台
を
町
役
場
青

島
連
絡
所
へ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
月

住

所
豊

茂

下
須
戒

長

浜

下
須
戒

須

沢

下
須
戒

中

甫

川
ィ
、
J

長

浜
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護

者
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柄
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石
河
常
夫
長
女
紗
央
田
上

日

野

清

市

長

男

昭

一

久

武

田

利

幸

長

男

大

輔

松
野
末
章
一
一
女
久
美
子

谷

本

尚

光

二

女

文

子

矢

野

正

治

三

女

順

子

神

野

俊

章

長

男

順

一

菊

地

郁

哉

二

女

真

弓

物)1千土口
婚

9 ~j 長浜町役場liI ;n\ 分(敬称略)

住

所

ヘ

沖

浦

/

豊

茂

ヘ
穂
積

戸
内
子
町

¥

黒

田

/
ド
須
戒

沖長長大白白
お
く
や
み

戒今住

婚
姻

~~ ~~ ~~届
二一二二二二時
I7LJ八て八三三年
'----"---../~~'------"'~齢

氏

名

西

村

昭

彦

大
宮
恵
美
子

亀

岡

勇

村
上
美
津
子

矢

野

晃

中
し
し
幸
子

浦 I兵 j兵越 j電 J竜

松記森久奥上
林凶 井野凹

勇fhH 
-広
J

害
竺
一

忠
義
良
泰

一一男
二
女
二
男
長
男
長
女
長
男

今月のトンフJ土

前村昭彦忠実fさんのカノワル

地域別人口 e 世帯数回)J 1 LJ現在)

大字
人 r-l 

世 帯
五十 (人) 男(人) 女(人)

仁久 320 164 156 110 

長浜 3，500 1，655 1，845 1，120 

青島 132 57 75 63 

黒同 443 220 223 117 

干中 j甫 1，376 665 711 389 

今坊 734 352 382 185 

構生 976 451 525 289 

須沢 207 101 106 58 

出海 884 425 459 267 

下須戒 955 473 482 268 

穂干責 135 67 68 37 

上老松 341 157 184 92 

豊茂 861 406 455 234 

白 j竜 1，126 528 598 367 

戒川 336 164 172 95 

大越 64 33 31 16 

止COI乙て 752 374 378 199 

合計 13，142 6，292 6，850 3，906 

雅隼栄陽
慶代人二子啓

I品j平漬丙沖堀池西岩松高
本田川尾江内出本城里子田
アカキ 宇サ
盛ヤメケ 静正三治〉哲
重子ヨ子夫江史郎雄ヱ子
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四
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四
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(
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二
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六
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(
七
七
)

JII土方戸斤

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

久

保

穏

子

(

八

問

)

惣
(
八
円
タ
キ
ヨ
(
七
:
一
)

f二自 lH櫛沖出出長長下櫛
5員

久 j竜海生浦 1毎海浜浜戒生

人間時には全〈赤の他人にな

って自分を見詰めてみたいと思

うときがある。そうすれば自分

の考え方が正しいか正し〈ない

か、自分の言動が正当か正当で

ないか、自分の識見能力が優れ

ているのか劣っているのか、極

めて明りように判断できるに違

いないA 大体世の中を見渡すに、

あの人はよくできたという人て¥

才一て前は謙遜であるが本音は偉

いと思っている輩(やから)が多

い。そういう連中が犯罪に触れ

ず、物議をかもさない範岡内に

わいて権謀術策の限りを弄(ろ

う)して生きて p るのが主要婆(し

ゃ )世界の実態だろう阜大は

凶際関係、国家権力の座から地域、

職域、学校、家庭、天真燭(らん)

漫無邪気そのものとも見える保

育所、幼稚園の幼章の世界にまで

渦巻いていることまことに瞭然

(りょう )たる事実である。表

現の行方に上手ド子はあっても

その真底をむいでみれば醜しミ争

いであるに違いはな L旨A 仏教で

はこれを称して修羅(ーら)の境

界という c さで自分が他人の立

場から見れはかくのごとど達観

らしい見方ができるのだが、自

分を純粋な他人から見てどう映

るか、これが重大問題だA わが

長浜町も他町村からお世辞なし

の本音で見てどの位の値うちに

H央っているのか、このようなと

ころを念入りに探つご見る必要

がありはしないか。

九 一一一一一一

編

集

後

記

ニ
メ
化
の
町
ゃ
つ
く
り
、
そ
の
育
ち
ぶ
り
N

を
レ
ポ
ー
ト
し
て
項
き
ま
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
上
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
と
し
て

頂
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が

す
べ
て
と
お
考
え
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う

ヲ」・・・。

。

十
月
十
一
日
午
後
、
広
島
県
東
野
町

の
広
報
編
集
委
員
会
の
一
行
七
人
が
、

わ
が
町
の
広
報
行
政
の
あ

η
方
(
お
も

に
広
報
編
集
に
つ
い
て
)
を
た
ず
ね
て

来
町
、
約
一
時
間
半
説
明
と
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
東
野
町
で
は
、
校
長
先

生
な
ど
町
内
の
識
者
を
含
め
た
委
員
会

が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

ま
し
た
。

。

今
年
発
行
す
る
本
紙
も
早
十
二
月
号

を
残
す
ば
か
り
。
昭
和
五
十
四
年
を
し

め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
紙
面
に
し
た

い
で
す
ね
。
よ
ろ
し
く
。


